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１ 【半期報告書の訂正報告書の提出理由】

連結子会社である広島ガス開発㈱において、循環取引による実体を伴わない不適切な取引が平成11年11

月から平成21年２月まで行われていたことが、平成21年３月に判明いたしました。

また、同様の事例の有無について調査を行った結果、広島ガスリビング㈱(連結子会社)においても平成11

年11月から平成20年11月まで不適切な取引が存在していたことが判明いたしました。

当社は外部調査委員会を設置し調査を進めるとともに、内部調査により不適切な取引の洗い出しを行っ

た結果、損失見込額5,103百万円を認識いたしました。

これにより、平成15年度から平成20年度第３四半期までの期間の連結財務諸表について、過大に計上され

ていた売上高及び売上原価を修正するとともに、不適切な取引に係る債権及び債務の修正等、必要と認めら

れる修正を行いました。なお、平成11年度から平成14年度までの修正については、平成15年度において一括

して処理しております。

上記により、平成18年12月18日に提出いたしました第153期中(自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30

日)の半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事象が生じましたので、これを訂正するため、金融商品取

引法第24条の５第５項の規定に基づき半期報告書の訂正報告書を提出いたします。

第152期中(自　平成17年４月１日　至　平成17年９月30日)の訂正前の中間連結財務諸表及び中間財務諸表

について当時監査を行った中央青山監査法人が解散し、現在は清算法人となっているため、訂正後の中間連

結財務諸表及び中間財務諸表の監査については、新たに西日本監査法人により監査を受けており、中間監査

報告書を受領いたしました。

訂正後の中間連結財務諸表については、その中間監査報告書を添付しておりますが、中間財務諸表につい

ては、訂正する事項がありませんでしたので、中間監査報告書は添付しておりません。

第153期中(自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日)の訂正後の中間連結財務諸表については、あず

さ監査法人により再度中間監査を受けており、その中間監査報告書を添付しております。

なお、第152期中(自　平成17年４月１日　至　平成17年９月30日)及び第153期中(自　平成18年４月１日　至　

平成18年９月30日)のいずれも訂正事項は中間連結財務諸表等に係る部分のみであり、中間財務諸表等に係

る変更はありません。
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２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

(1) 連結経営指標等

第２　事業の状況

１　業績等の概要

(1) 業績

(2) キャッシュ・フローの状況

第５　経理の状況 

１　中間連結財務諸表等

(1) 中間連結財務諸表

①　中間連結貸借対照表

②　中間連結損益計算書

③　中間連結剰余金計算書

④　中間連結株主資本等変動計算書

⑤　中間連結キャッシュ・フロー計算書

会計処理の変更

注記事項

(中間連結貸借対照表関係)

(セグメント情報)

事業の種類別セグメント情報

(１株当たり情報)

中間監査報告書

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

訂正箇所は中間連結財務諸表等に係る部分のみであり、中間財務諸表等に係る変更はなかったため、上記

「２　訂正事項」に記載している項目以外の部分については記載を省略しております。

　

EDINET提出書類

広島ガス株式会社(E04521)

訂正半期報告書

 3/38



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

　(訂正前)

回次 第151期中 第152期中 第153期中 第151期 第152期

会計期間

自　平成16年
　　４月１日
至　平成16年
　　９月30日

自　平成17年
　　４月１日
至　平成17年
　　９月30日

自　平成18年
　　４月１日
至　平成18年
　　９月30日

自　平成16年
　　４月１日
至　平成17年
　　３月31日

自　平成17年
　　４月１日
至　平成18年
　　３月31日

売上高 (百万円) 30,223 33,072 36,312 73,275 78,913

経常利益 (百万円) 907 537 480 3,245 1,803

中間(当期)純利益 (百万円) 509 138 98 1,940 796

純資産額 (百万円) 27,598 28,813 36,961 28,776 29,779

総資産額 (百万円) 98,711 117,418 116,408 110,207 119,742

１株当たり純資産額 (円) 468.76 503.27 627.27 500.72 518.75

１株当たり
中間(当期)純利益

(円) 8.49 2.43 1.72 31.10 12.46

潜在株式調整後
１株当たり中間
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 28.0 24.5 30.8 26.1 24.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △244 5,773 △247 6,512 11,435

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,374 △4,308 △3,831 △11,695 △10,317

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,154 2,306 2,822 4,985 895

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 3,692 8,767 5,753 4,961 7,009

従業員数 (名) 1,329 1,344 1,342 1,329 1,362

(注) １　売上高には、消費税等は含まれていない。

２　「潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益」については、潜在株式が存在しないため記載していない。

３　純資産額の算定にあたり、第153期中から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」(企業会計基

準第５号)及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」(企業会計基準適用指針第

８号)を適用している。

４　第153期中から、改正後の「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準委員会　最終改正平成

18年１月31日　企業会計基準第２号）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準委員会　最終改正平成18年１月31日　企業会計基準適用指針第４号）を適用している。

５　従来、千円単位で記載していたが、第153期中から百万円単位で記載することに変更した。なお、比較を容易に

するため、第152期以前についても百万円単位に組替表示している。
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　(訂正後)

回次 第151期中 第152期中 第153期中 第151期 第152期

会計期間

自　平成16年
　　４月１日
至　平成16年
　　９月30日

自　平成17年
　　４月１日
至　平成17年
　　９月30日

自　平成18年
　　４月１日
至　平成18年
　　９月30日

自　平成16年
　　４月１日
至　平成17年
　　３月31日

自　平成17年
　　４月１日
至　平成18年
　　３月31日

売上高 (百万円) 27,943 30,017 32,320 64,287 69,151

経常利益 (百万円) 841 399 358 3,009 1,494

中間(当期)純利益 
又は中間純損失(△)

(百万円) 448 9 △19 1,728 500

純資産額 (百万円) 27,270 28,206 36,042 28,298 29,005

総資産額 (百万円) 97,871 116,237 114,771 109,192 118,539

１株当たり純資産額 (円) 463.18 492.65 611.70 492.38 505.24

１株当たり 
中間(当期)純利益又は
１株当たり 
中間純損失(△)

(円) 7.46 0.16 △0.34 27.53 7.30

潜在株式調整後
１株当たり中間
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 27.9 24.3 30.5 25.9 24.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △244 5,773 △247 6,512 11,435

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,374 △4,308 △3,831 △11,695 △10,317

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,154 2,306 2,822 4,985 895

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 3,692 8,767 5,753 4,961 7,009

従業員数 (名) 1,329 1,344 1,342 1,329 1,362

(注) １　売上高には、消費税等は含まれていない。

２　「潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益」については、第151期中、第152期中、第151期及び第152期にお

いては、潜在株式が存在しないため、第153期中においては潜在株式が存在せず、また、１株当たり中間純損失で

あるため記載していない。

３　純資産額の算定にあたり、第153期中から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」(企業会計基

準第５号)及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」(企業会計基準適用指針第

８号)を適用している。

４　第153期中から、改正後の「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準委員会　最終改正平成

18年１月31日　企業会計基準第２号）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準委員会　最終改正平成18年１月31日　企業会計基準適用指針第４号）を適用している。

５　従来、千円単位で記載していたが、第153期中から百万円単位で記載することに変更した。なお、比較を容易に

するため、第152期以前についても百万円単位に組替表示している。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

　(訂正前)

(1) 業績

当中間連結会計期間における日本経済は、企業収益や雇用情勢の改善、設備投資の増加が見られるな

ど、概ね回復基調で推移した。

エネルギー業界においては、原料価格が依然として高値で推移したことにより原料費負担が増加する

一方、都市ガス分野におけるさらなる自由化範囲の拡大が平成19年４月に予定されており、エネルギー事

業者間の垣根を越えた競争がより熾烈化することが予想されるなど、外部環境の厳しさが一層増してい

る。

このような情勢のもと、当社グループ(当社、連結子会社及び持分法適用会社)は、お客さま・地域社会

・株主の皆さま等全てのステークホルダーから信頼され、選ばれ続ける企業グループを目指して全力を

傾注してきた。

当中間連結会計期間の売上高は、ガス事業の売上増加等により、前中間連結会計期間に比べ3,240百万

円増加(＋9.8％)の36,312百万円となった。 

利益については、原材料費の増加等により、営業利益が前中間連結会計期間に比べ14百万円減少(△

3.3％)の424百万円、経常利益が前中間連結会計期間に比べ57百万円減少(△10.6％)の480百万円となっ

た。中間純利益は前中間連結会計期間に比べ40百万円減少(△29.2％)の98百万円となった。

なお、当社グループの売上高は、通常の営業形態として、上半期は季節的にガス不需要期にあたるため、

連結会計年度の上半期の売上高と下半期の売上高との間に著しい相違があり、上半期と下半期の業績に

季節的変動がある。

　

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりである。

①　ガス事業

ガス事業は、都市ガス事業と簡易ガス事業によって構成されているが、都市ガス事業がその大半を占

めている。

都市ガス事業におけるお客さま戸数は、前中間連結会計期間末に比べ1,179戸増加(＋0.3％)の

427,487戸となり、普及率は75.8％となった。

都市ガス販売量は、前中間連結会計期間に比べ14.8％増加の220百万ｍ
3
となった。 

都市ガス販売量を用途別にみると、家庭用については、気温及び水温が前年に比べ低めに推移したこ

と等により、前中間連結会計期間に比べ2百万ｍ
3
増加(＋5.8％)の45百万ｍ

3
となった。

一方、業務用(商業用・工業用・公用及び医療用)については、大口用を中心とした既存のお客さまに

ついて販売量の増加があり、25百万ｍ
3
増加(＋17.4％)の174百万ｍ

3
となった。

なお、ガス事業の性質上、上半期は季節的にガス不需要期にあたるため、販売量は下半期に比べ減少

する。

以上の結果、売上高は、販売量の増加や原料費調整制度の適用により、前中間連結会計期間に比べ

3,044百万円増加(＋17.1％)の20,873百万円となった。

費用については、原材料費の増加等により、2,802百万円増加(＋17.0％)の19,261百万円となり、営業

利益は242百万円増加(＋17.7％)の1,611百万円となった。 
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②　工事・器具事業

工事・器具事業は、給湯関連機器及び空調機器を中心とした総合的な提案営業活動を展開したが、売

上高は前中間連結会計期間に比べ277百万円減少(△8.3％)の3,054百万円となった。費用については、

163百万円減少(△5.1％)の3,022百万円となり、営業利益は113百万円減少(△78.2％)の31百万円と

なった。　

　

③　ＬＰＧ事業

ＬＰＧ事業は、積極的な営業活動を行った結果、販売量が増加し、売上高は前中間連結会計期間に比

べ734百万円増加(＋17.6％)の4,911百万円となった。費用については、原料価格の上昇等により、760百

万円増加(＋20.2％)の4,528百万円となり、営業利益は25百万円減少(△6.3％)の383百万円となった。　

　

④　その他の事業

その他の事業は、建設工事の減少等により、売上高は前中間連結会計期間に比べ179百万円減少(△

2.0％)の8,751百万円となった。費用については106百万円減少(△1.2％)の8,492百万円となり、営業利

益は72百万円減少(△21.9％)の259百万円となった。

　

事業の種類別セグメントの売上高及び構成比
　

事業の種類別
セグメントの名称

当中間連結会計期間
前年同期比(％)

売上高(百万円) 構成比(％)

ガス事業 20,873 55.5 ＋17.1

工事・器具事業 3,054 8.1 △8.3

ＬＰＧ事業 4,911 13.1 ＋17.6

その他の事業 8,751 23.3 △2.0

計 37,590 100.0 ＋9.7

消去又は全社 (1,278) ― ＋6.8

連結 36,312 ― ＋9.8

(注) １　ガス量は本書面では全て、１立方メートル当たり46.04655メガジュール(11,000キロカロリー)換算量で表して

いる。

２　上記の金額には、消費税等は含まれていない。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前中間連結会計期間末に

比べ3,014百万円減少(△34.4％)の5,753百万円となった。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動における資金収支は、前中間連結会計期間に比べ6,020百万円減少の△247百万円となった。こ

れは、主に預り金残高の減少によるものである。　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動における資金収支は、前中間連結会計期間に比べ477百万円増加の△3,831百万円となった。こ

れは、主に有形固定資産の取得による支出が減少したことによるものである。　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動における資金収支は、前中間連結会計期間に比べ515百万円増加の2,822百万円となった。これ

は、主に長期借入金の借入による収入が増加したことによるものである。　
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　(訂正後)

(1) 業績

当中間連結会計期間における日本経済は、企業収益や雇用情勢の改善、設備投資の増加が見られるな

ど、概ね回復基調で推移した。

エネルギー業界においては、原料価格が依然として高値で推移したことにより原料費負担が増加する

一方、都市ガス分野におけるさらなる自由化範囲の拡大が平成19年４月に予定されており、エネルギー事

業者間の垣根を越えた競争がより熾烈化することが予想されるなど、外部環境の厳しさが一層増してい

る。

このような情勢のもと、当社グループ(当社、連結子会社及び持分法適用会社)は、お客さま・地域社会

・株主の皆さま等全てのステークホルダーから信頼され、選ばれ続ける企業グループを目指して全力を

傾注してきた。

当中間連結会計期間の売上高は、ガス事業の売上増加等により、前中間連結会計期間に比べ2,302百万

円増加(＋7.7％)の32,320百万円となった。

利益については、原材料費の増加はあったものの、経営全般にわたる効率化等により、営業利益が前中

間連結会計期間に比べ1百万円増加(＋0.5％)の303百万円、経常利益は、営業外収益の減少により、前中間

連結会計期間に比べ40百万円減少(△10.2％)の358百万円となった。中間純利益は前中間連結会計期間に

比べ28百万円減少の19百万円の純損失となった。

なお、当社グループの売上高は、通常の営業形態として、上半期は季節的にガス不需要期にあたるため、

連結会計年度の上半期の売上高と下半期の売上高との間に著しい相違があり、上半期と下半期の業績に

季節的変動がある。

　

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりである。

①　ガス事業

ガス事業は、都市ガス事業と簡易ガス事業によって構成されているが、都市ガス事業がその大半を占

めている。

都市ガス事業におけるお客さま戸数は、前中間連結会計期間末に比べ1,179戸増加(＋0.3％)の

427,487戸となり、普及率は75.8％となった。

都市ガス販売量は、前中間連結会計期間に比べ14.8％増加の220百万ｍ
3
となった。

都市ガス販売量を用途別にみると、家庭用については、気温及び水温が前年に比べ低めに推移したこ

と等により、前中間連結会計期間に比べ2百万ｍ
3
増加(＋5.8％)の45百万ｍ

3
となった。

一方、業務用(商業用・工業用・公用及び医療用)については、大口用を中心とした既存のお客さまに

ついて販売量の増加があり、25百万ｍ
3
増加(＋17.4％)の174百万ｍ

3
となった。

なお、ガス事業の性質上、上半期は季節的にガス不需要期にあたるため、販売量は下半期に比べ減少

する。 

以上の結果、売上高は、販売量の増加や原料費調整制度の適用により、前中間連結会計期間に比べ

3,044百万円増加(＋17.1％)の20,873百万円となった。

費用については、原材料費の増加等により、2,746百万円増加(＋16.6％)の19,261百万円となり、営業

利益は297百万円増加(＋22.7％)の1,611百万円となった。 
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②　工事・器具事業

工事・器具事業は、給湯関連機器及び空調機器を中心とした総合的な提案営業活動を展開したが、売

上高は前中間連結会計期間に比べ277百万円減少(△8.3％)の3,054百万円となった。費用については、

163百万円減少(△5.1％)の3,022百万円となり、営業利益は113百万円減少(△78.2％)の31百万円と

なった。　

　

③　ＬＰＧ事業

ＬＰＧ事業は、積極的な営業活動を行った結果、販売量が増加し、売上高は前中間連結会計期間に比

べ734百万円増加(＋17.6％)の4,911百万円となった。費用については、原料価格の上昇等により、760百

万円増加(＋20.2％)の4,528百万円となり、営業利益は25百万円減少(△6.3％)の383百万円となった。　

　

④　その他の事業

その他の事業は、建設工事の減少等により、売上高は前中間連結会計期間に比べ1,117百万円減少(△

19.0％)の4,759百万円となった。費用については1,005百万円減少(△17.9％)の4,621百万円となり、営

業利益は112百万円減少(△44.8％)の138百万円となった。

　

事業の種類別セグメントの売上高及び構成比
　

事業の種類別
セグメントの名称

当中間連結会計期間
前年同期比(％)

売上高(百万円) 構成比(％)

ガス事業 20,873 62.1 ＋17.1

工事・器具事業 3,054 9.1 △8.3

ＬＰＧ事業 4,911 14.6 ＋17.6

その他の事業 4,759 14.2 △19.0

計 33,598 100.0 ＋7.6

消去又は全社 (1,278) ― ＋6.8

連結 32,320 ― ＋7.7

(注) １　ガス量は本書面では全て、１立方メートル当たり46.04655メガジュール(11,000キロカロリー)換算量で表して

いる。

２　上記の金額には、消費税等は含まれていない。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前中間連結会計期間末に

比べ3,014百万円減少(△34.4％)の5,753百万円となった。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動における資金収支は、前中間連結会計期間に比べ6,020百万円減少の△247百万円となった。こ

れは、主に預り金残高の減少によるものである。　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動における資金収支は、前中間連結会計期間に比べ477百万円増加の△3,831百万円となった。こ

れは、主に有形固定資産の取得による支出が減少したことによるものである。　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動における資金収支は、前中間連結会計期間に比べ515百万円増加の2,822百万円となった。これ

は、主に長期借入金の借入による収入が増加したことによるものである。　

　

EDINET提出書類

広島ガス株式会社(E04521)

訂正半期報告書

 9/38



第５ 【経理の状況】

２　監査証明について

　(訂正前)

当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前中間連結会計期間(平成17年４月１日から平成17年９

月30日まで)及び前中間会計期間(平成17年４月１日から平成17年９月30日まで)の中間連結財務諸表及び

中間財務諸表については、中央青山監査法人により中間監査を受け、当中間連結会計期間(平成18年４月１

日から平成18年９月30日まで)及び当中間会計期間(平成18年４月１日から平成18年９月30日まで)の中間

連結財務諸表及び中間財務諸表については、あずさ監査法人により中間監査を受けている。

なお、当社の監査人は次のとおり交代している。

前中間連結会計期間及び前中間会計期間 中央青山監査法人(現　みすず監査法人)

当中間連結会計期間及び当中間会計期間 あずさ監査法人

　

　(訂正後)

当社は、旧証券取引法第193条の２の規定に基づき、前中間連結会計期間(平成17年４月１日から平成17年

９月30日まで)及び前中間会計期間(平成17年４月１日から平成17年９月30日まで)の中間連結財務諸表及

び中間財務諸表については、中央青山監査法人により中間監査を受け、当中間連結会計期間(平成18年４月

１日から平成18年９月30日まで)及び当中間会計期間(平成18年４月１日から平成18年９月30日まで)の中

間連結財務諸表及び中間財務諸表については、あずさ監査法人により中間監査を受けている。

なお、当社の監査人は次のとおり交代している。

前中間連結会計期間及び前中間会計期間 中央青山監査法人(現　みすず監査法人)

当中間連結会計期間及び当中間会計期間 あずさ監査法人

金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき、半期報告書の訂正報告書を提出しているが、前中間連

結会計期間(平成17年４月１日から平成17年９月30日まで)及び前中間会計期間(平成17年４月１日から平

成17年９月30日まで)の訂正後の中間連結財務諸表及び中間財務諸表については、西日本監査法人により、

当中間連結会計期間(平成18年４月１日から平成18年９月30日まで)の訂正後の中間連結財務諸表について

は、あずさ監査法人により、それぞれ中間監査を受け、中間監査報告書を受領している。
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１ 【中間連結財務諸表等】

(1) 【中間連結財務諸表】

① 【中間連結貸借対照表】

　(訂正前)

　 　
前中間連結会計期間末

(平成17年９月30日)

当中間連結会計期間末

(平成18年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
(平成18年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 有形固定資産 ※1,2　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　製造設備 　 　 23,353　 　 22,485　 　 23,364　

　　２　供給設備 　 　 29,576　 　 28,505　 　 29,585　

　　３　業務設備 　 　 3,919　 　 3,786　 　 3,940　

　　４　その他の事業設備 　 　 6,940　 　 7,354　 　 6,940　

　　５　建設仮勘定 　 　 4,350　 　 7,014　 　 5,865　

　　　有形固定資産合計 　 　 68,13958.0　 69,14759.4　 69,69658.2

　(2) 無形固定資産 　 　 1,1911.0　 2,7352.4　 2,1271.8

　(3) 投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　投資有価証券 　 　 8,111　 　 8,665　 　 8,820　

　　２　長期貸付金 　 　 331　 　 40　 　 44　

　　３　繰延税金資産 　 　 1,746　 　 1,281　 　 1,408　

　　４　その他の投資 　 　 736　 　 1,383　 　 1,421　

　　　　貸倒引当金 　 　 △159　 　 △163　 　 △156　

　　　投資その他の資産合計 　 　 10,7669.2　 11,2089.6　 11,5399.6

　　　固定資産合計 　 　 80,09768.2　 83,09171.4　 83,36269.6

Ⅱ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　現金及び預金 　 　 8,922　 　 5,964　 　 7,215　

　　２　受取手形及び売掛金 ※３ 　 7,337　 　 8,202　 　 11,590　

　　３　たな卸資産 　 　 4,863　 　 5,675　 　 3,074　

　　４　繰延税金資産 　 　 701　 　 ― 　 　 654　

　　５　デリバティブ債権 　 　 11,604　 　 10,306　 　 11,967　

　　６　その他の流動資産 　 　 4,167　 　 3,475　 　 2,176　

　　　　貸倒引当金 　 　 △275　 　 △307　 　 △300　

　　　流動資産合計 　 　 37,32031.8　 33,31728.6　 36,37930.4

　　　資産合計 　 　 117,418100.0　 116,408100.0　 119,742100.0
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前中間連結会計期間末

(平成17年９月30日)

当中間連結会計期間末

(平成18年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
(平成18年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　社債 　 　 22,000　 　 22,000　 　 22,000　

　　２　長期借入金 ※２ 　 17,620　 　 21,284　 　 19,694　

　　３　退職給付引当金 　 　 5,415　 　 4,794　 　 5,129　

　　４　役員退職慰労引当金 　 　 474　 　 ― 　 　 518　

　　５　ガスホルダー修繕
　　　　引当金

　 　 453　 　 404　 　 449　

　　６　その他の固定負債 　 　 301　 　 374　 　 374　

　　　固定負債合計 　 　 46,26539.4　 48,85842.0　 48,16540.2

Ⅱ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　１年以内に期限到来
　　　　の固定負債

※２ 　 4,183　 　 3,719　 　 4,369　

　　２　支払手形及び買掛金 ※３ 　 8,813　 　 8,444　 　 9,827　

　　３　短期借入金 　 　 55　 　 30　 　 30　

　　４　未払法人税等 　 　 428　 　 456　 　 765　

　　５　繰延税金負債 　 　 ― 　 　 2,860　 　 ― 　

　　６　預り金 　 　 5,338　 　 3,671　 　 5,040　

　　７　コマーシャル・
　　　　ペーパー

　 　 6,500　 　 5,000　 　 3,000　

　　８　繰延ヘッジ利益 　 　 11,604　 　 ― 　 　 11,967　

　　９　その他の流動負債 　 　 4,418　 　 6,406　 　 5,783　

　　　流動負債合計 　 　 41,34135.2　 30,58826.3　 40,78434.1

　　　負債合計 　 　 87,60774.6　 79,44668.3　 88,95074.3

(少数株主持分) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　少数株主持分 　 　 997 0.9　 ― ― 　 1,0120.8

(資本の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　資本金 　 　 3,2912.8　 ― ― 　 3,2912.8

Ⅱ　資本剰余金 　 　 872 0.7　 ― ― 　 872 0.7

Ⅲ　利益剰余金 　 　 23,78420.2　 ― ― 　 24,29820.3

Ⅳ　その他有価証券評価
　　差額金

　 　 2,3262.0　 ― ― 　 2,7812.3

Ⅴ　自己株式 　 　 △1,461△1.2　 ― ― 　 △1,465△1.2

　　　資本合計 　 　 28,81324.5　 ― ― 　 29,77924.9

　　　負債、少数株主持分
　　　及び資本合計

　 　 117,418100.0　 ― ― 　 119,742100.0
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前中間連結会計期間末

(平成17年９月30日)

当中間連結会計期間末

(平成18年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
(平成18年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　資本金 　 　 ― 　 　 3,291　 　 ― 　

　　２　資本剰余金 　 　 ― 　 　 872　 　 ― 　

　　３　利益剰余金 　 　 ― 　 　 24,174　 　 ― 　

　　４　自己株式 　 　 ― 　 　 △1,466　 　 ― 　

　　　株主資本合計 　 　 ― ― 　 26,87123.1　 ― ―

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　その他有価証券
　　　　評価差額金

　 　 ― 　 　 2,467　 　 ― 　

　　２　繰延ヘッジ損益 　 　 ― 　 　 6,567　 　 ― 　

　　　評価・換算差額等
　　　合計

　 　 ― ― 　 9,0347.7　 ― ―

Ⅲ　少数株主持分 　 　 ― ― 　 1,0550.9　 ― ―

　　　純資産合計 　 　 ― ― 　 36,96131.7　 ― ―

　　　負債純資産合計 　 　 ― ― 　 116,408100.0　 ― ―
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　(訂正後)

　 　
前中間連結会計期間末

(平成17年９月30日)

当中間連結会計期間末

(平成18年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
(平成18年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 有形固定資産 ※1,2　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　製造設備 　 　 23,353　 　 22,485　 　 23,364　

　　２　供給設備 　 　 29,576　 　 28,505　 　 29,585　

　　３　業務設備 　 　 3,919　 　 3,786　 　 3,940　

　　４　その他の事業設備 　 　 6,940　 　 7,354　 　 6,940　

　　５　建設仮勘定 　 　 4,350　 　 7,014　 　 5,865　

　　　有形固定資産合計 　 　 68,13958.6　 69,14760.2　 69,69658.8

　(2) 無形固定資産 　 　 1,1911.0　 2,7352.4　 2,1271.8

　(3) 投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　投資有価証券 　 　 8,111　 　 8,665　 　 8,820　

　　２　長期貸付金 　 　 331　 　 40　 　 44　

　　３　繰延税金資産 　 　 1,746　 　 1,281　 　 1,408　

　　４　その他の投資 　 　 736　 　 1,383　 　 1,421　

　　　　貸倒引当金 　 　 △159　 　 △163　 　 △156　

　　　投資その他の資産合計 　 　 10,7669.3　 11,2089.8　 11,5399.7

　　　固定資産合計 　 　 80,09768.9　 83,09172.4　 83,36270.3

Ⅱ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　現金及び預金 　 　 8,922　 　 5,964　 　 7,215　

　　２　受取手形及び売掛金 ※３ 　 5,617　 　 5,297　 　 7,813　

　　３　たな卸資産 　 　 4,863　 　 5,675　 　 3,074　

　　４　繰延税金資産 　 　 701　 　 ― 　 　 654　

　　５　デリバティブ債権 　 　 11,604　 　 10,306　 　 11,967　

　　６　その他の流動資産 　 　 4,706　 　 4,743　 　 4,750　

　　　　貸倒引当金 　 　 △275　 　 △307　 　 △300　

　　　流動資産合計 　 　 36,13931.1　 31,68027.6　 35,17629.7

　　　資産合計 　 　 116,237100.0　 114,771100.0　 118,539100.0
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前中間連結会計期間末

(平成17年９月30日)

当中間連結会計期間末

(平成18年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
(平成18年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　社債 　 　 22,000　 　 22,000　 　 22,000　

　　２　長期借入金 ※２ 　 17,620　 　 21,284　 　 19,694　

　　３　退職給付引当金 　 　 5,415　 　 4,794　 　 5,129　

　　４　役員退職慰労引当金 　 　 474　 　 ― 　 　 518　

　　５　ガスホルダー修繕
　　　　引当金

　 　 453　 　 404　 　 449　

　　６　その他の固定負債 　 　 301　 　 374　 　 374　

　　　固定負債合計 　 　 46,26539.8　 48,85842.6　 48,16540.6

Ⅱ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　１年以内に期限到来
　　　　の固定負債

※２ 　 4,183　 　 3,719　 　 4,369　

　　２　支払手形及び買掛金 ※３ 　 6,312　 　 5,088　 　 6,789　

　　３　短期借入金 　 　 55　 　 30　 　 30　

　　４　未払法人税等 　 　 428　 　 456　 　 765　

　　５　繰延税金負債 　 　 ― 　 　 2,860　 　 ― 　

　　６　預り金 　 　 5,338　 　 3,671　 　 5,040　

　　７　コマーシャル・
　　　　ペーパー

　 　 6,500　 　 5,000　 　 3,000　

　　８　繰延ヘッジ利益 　 　 11,604　 　 ― 　 　 11,967　

　　９　その他の流動負債 　 　 6,363　 　 9,044　 　 8,416　

　　　流動負債合計 　 　 40,78635.1　 29,87026.0　 40,37934.1

　　　負債合計 　 　 87,05274.9　 78,72968.6　 88,54574.7

(少数株主持分) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　少数株主持分 　 　 979 0.8　 ― ― 　 988 0.8

(資本の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　資本金 　 　 3,2912.8　 ― ― 　 3,2912.8

Ⅱ　資本剰余金 　 　 872 0.8　 ― ― 　 872 0.8

Ⅲ　利益剰余金 　 　 23,17620.0　 ― ― 　 23,52519.8

Ⅳ　その他有価証券評価
　　差額金

　 　 2,3262.0　 ― ― 　 2,7812.3

Ⅴ　自己株式 　 　 △1,461△1.3　 ― ― 　 △1,465△1.2

　　　資本合計 　 　 28,20624.3　 ― ― 　 29,00524.5

　　　負債、少数株主持分
　　　及び資本合計

　 　 116,237100.0　 ― ― 　 118,539100.0
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前中間連結会計期間末

(平成17年９月30日)

当中間連結会計期間末

(平成18年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
(平成18年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　資本金 　 　 ― 　 　 3,291　 　 ― 　

　　２　資本剰余金 　 　 ― 　 　 872　 　 ― 　

　　３　利益剰余金 　 　 ― 　 　 23,282　 　 ― 　

　　４　自己株式 　 　 ― 　 　 △1,466　 　 ― 　

　　　株主資本合計 　 　 ― ― 　 25,98022.6　 ― ―

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　その他有価証券
　　　　評価差額金

　 　 ― 　 　 2,467　 　 ― 　

　　２　繰延ヘッジ損益 　 　 ― 　 　 6,567　 　 ― 　

　　　評価・換算差額等
　　　合計

　 　 ― ― 　 9,0347.9　 ― ―

Ⅲ　少数株主持分 　 　 ― ― 　 1,0270.9　 ― ―

　　　純資産合計 　 　 ― ― 　 36,04231.4　 ― ―

　　　負債純資産合計 　 　 ― ― 　 114,771100.0　 ― ―
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② 【中間連結損益計算書】

　(訂正前)

　 　
前中間連結会計期間

(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結損益計算書
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
百分比
(％)

金額(百万円)
百分比
(％)

金額(百万円)
百分比
(％)

Ⅰ　売上高 　 　 33,072100.0　 36,312100.0　 78,913100.0

Ⅱ　売上原価 　 　 21,50665.0　 25,17069.3　 54,81969.5

　　売上総利益 　 　 11,56535.0　 11,14230.7　 24,09330.5

Ⅲ　供給販売費及び一般管理費 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　供給販売費 ※１ 8,818　 　 8,395　 　 17,891　 　

　２　一般管理費 ※１ 2,307 11,12633.7 2,322 10,71729.5 4,665 22,55628.6

　　営業利益 　 　 439 1.3　 424 1.2　 1,5361.9

Ⅳ　営業外収益 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　受取利息 　 20　 　 19　 　 102　 　

　２　受取配当金 　 29　 　 45　 　 70　 　

　３　賃貸料 　 60　 　 64　 　 119　 　

　４　持分法による投資利益 　 ― 　 　 ― 　 　 99　 　

　５　熱量変更支援収入 　 283　 　 270　 　 539　 　

　６　雑収入 　 242 635 1.9 140 541 1.5 403 1,3341.7

Ⅴ　営業外費用 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払利息 　 477　 　 413　 　 986　 　

　２　持分法による投資損失 　 7　 　 21　 　 ― 　 　

　３　雑支出 　 52 537 1.6 50 485 1.4 81 1,0681.3

　　経常利益 　 　 537 1.6　 480 1.3　 1,8032.3

Ⅵ　特別利益 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　投資有価証券売却益 　 ― 　 　 ― 　 　 207　 　

　２　未決算特別勘定取崩益 　 145 145 0.4 ― ― ― 145 352 0.4

Ⅶ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　固定資産減損損失 ※２ 123　 　 ― 　 　 123　 　

　２　投資有価証券評価損 　 2　 　 5　 　 132　 　

　３　役員退職慰労金 ※３ ― 　 　 110　 　 ― 　 　

　４　固定資産圧縮損 ※４ 145 270 0.8 ― 115 0.3 145 400 0.5

　　税金等調整前中間(当期)
　　純利益

　 　 411 1.2　 364 1.0　 1,7542.2

　　法人税、住民税
　　及び事業税

※５ 149　 　 12　 　 717　 　

　　法人税等調整額 ※５ 99 248 0.7 219 232 0.6 203 921 1.2

　　少数株主利益 　 　 23 0.1　 33 0.1　 36 0.0

　　中間(当期)純利益 　 　 138 0.4　 98 0.3　 796 1.0
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　(訂正後)

　 　
前中間連結会計期間

(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結損益計算書
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
百分比
(％)

金額(百万円)
百分比
(％)

金額(百万円)
百分比
(％)

Ⅰ　売上高 　 　 30,017100.0　 32,320100.0　 69,151100.0

Ⅱ　売上原価 　 　 18,53461.7　 21,29965.9　 45,31165.5

　　売上総利益 　 　 11,48338.3　 11,02134.1　 23,83934.5

Ⅲ　供給販売費及び一般管理費 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　供給販売費 ※１ 8,818　 　 8,395　 　 17,891　 　

　２　一般管理費 ※１ 2,362 11,18137.3 2,322 10,71733.2 4,721 22,61232.7

　　営業利益 　 　 301 1.0　 303 0.9　 1,2271.8

Ⅳ　営業外収益 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　受取利息 　 20　 　 19　 　 102　 　

　２　受取配当金 　 29　 　 45　 　 70　 　

　３　賃貸料 　 60　 　 64　 　 119　 　

　４　持分法による投資利益 　 ― 　 　 ― 　 　 99　 　

　５　熱量変更支援収入 　 283　 　 270　 　 539　 　

　６　雑収入 　 242 635 2.1 140 541 1.7 403 1,3341.9

Ⅴ　営業外費用 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払利息 　 477　 　 413　 　 986　 　

　２　持分法による投資損失 　 7　 　 21　 　 ― 　 　

　３　雑支出 　 52 537 1.8 50 485 1.5 81 1,0681.5

　　経常利益 　 　 399 1.3　 358 1.1　 1,4942.2

Ⅵ　特別利益 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　投資有価証券売却益 　 ― 　 　 ― 　 　 207　 　

　２　未決算特別勘定取崩益 　 145 145 0.5 ― ― ― 145 352 0.5

Ⅶ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　固定資産減損損失 ※２ 123　 　 ― 　 　 123　 　

　２　投資有価証券評価損 　 2　 　 5　 　 132　 　

　３　役員退職慰労金 ※３ ― 　 　 110　 　 ― 　 　

　４　固定資産圧縮損 ※４ 145 270 0.9 ― 115 0.3 145 400 0.6

　　税金等調整前中間(当期)
　　純利益

　 　 273 0.9　 243 0.8　 1,4452.1

　　法人税、住民税
　　及び事業税

※５ 149　 　 12　 　 717　 　

　　法人税等調整額 ※５ 99 248 0.8 219 232 0.8 203 921 1.3

　　少数株主利益 　 　 16 0.1　 29 0.1　 23 0.1

　　中間(当期)純利益
　　又は中間純損失(△)

　 　 9 0.0　 △19 △0.1　 500 0.7
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③ 【中間連結剰余金計算書】

　(訂正前)

　 　
前中間連結会計期間

(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

前連結会計年度の
連結剰余金計算書

(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円) 金額(百万円)

(資本剰余金の部) 　 　 　 　 　

Ⅰ　資本剰余金期首残高 　 　 872　 872

Ⅱ　資本剰余金増加高 　 　 　 　 　

　 　 自己株式処分差益 　 0 0 0 0

Ⅲ　資本剰余金中間期末
　　(期末)残高

　 　 872　 872

　 　 　 　 　 　

(利益剰余金の部) 　 　 　 　 　

Ⅰ　利益剰余金期首残高 　 　 24,126　 24,126

Ⅱ　利益剰余金増加高 　 　 　 　 　

　　　中間(当期)純利益 　 138 138 796 796

Ⅲ　利益剰余金減少高 　 　 　 　 　

　１　配当金 　 286　 429　

　２　役員賞与金 　 104　 104　

　３　連結子会社増加に伴う
　　　減少高

　 90 481 90 624

Ⅳ　利益剰余金中間期末
　　(期末)残高

　 　 23,784　 24,298

　 　 　 　 　 　

　

EDINET提出書類

広島ガス株式会社(E04521)

訂正半期報告書

19/38



　(訂正後)

　 　
前中間連結会計期間

(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

前連結会計年度の
連結剰余金計算書

(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円) 金額(百万円)

(資本剰余金の部) 　 　 　 　 　

Ⅰ　資本剰余金期首残高 　 　 872　 872

Ⅱ　資本剰余金増加高 　 　 　 　 　

　 　 自己株式処分差益 　 0 0 0 0

Ⅲ　資本剰余金中間期末
　　(期末)残高

　 　 872　 872

　 　 　 　 　 　

(利益剰余金の部) 　 　 　 　 　

Ⅰ　利益剰余金期首残高 　 　 23,648　 23,648

Ⅱ　利益剰余金増加高 　 　 　 　 　

　　　中間(当期)純利益 　 9 9 500 500

Ⅲ　利益剰余金減少高 　 　 　 　 　

　１　配当金 　 286　 429　

　２　役員賞与金 　 104　 104　

　３　連結子会社増加に伴う
　　　減少高

　 90 481 90 624

Ⅳ　利益剰余金中間期末
　　(期末)残高

　 　 23,176　 23,525

　 　 　 　 　 　

　

EDINET提出書類

広島ガス株式会社(E04521)

訂正半期報告書

20/38



④ 【中間連結株主資本等変動計算書】

当中間連結会計期間(自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日)

　(訂正前)

　

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日残高(百万円) 3,291 872 24,298 △1,465 26,997

中間連結会計期間中の変動額 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 (注) 　 　 △143　 △143

　役員賞与 (注) 　 　 △79　 △79

　中間純利益 　 　 98　 98

　自己株式の取得 　 　 　 △1 △1

　自己株式の処分 　 0　 0 0

　株主資本以外の項目の中間連結
　会計期間中の変動額(純額)

　 　 　 　 　

中間連結会計期間中の変動額合計
(百万円)

― 0 △124 △1 △126

平成18年９月30日残高(百万円) 3,291 872 24,174 △1,466 26,871

　

　

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

平成18年３月31日残高(百万円) 2,781 ― 2,781 1,012 30,791

中間連結会計期間中の変動額 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 (注) 　 　 　 　 △143

　役員賞与 (注) 　 　 　 　 △79

　中間純利益 　 　 　 　 98

　自己株式の取得 　 　 　 　 △1

　自己株式の処分 　 　 　 　 0

　株主資本以外の項目の中間連結
　会計期間中の変動額(純額)

△314 6,567 6,252 43 6,296

中間連結会計期間中の変動額合計
(百万円)

△314 6,567 6,252 43 6,170

平成18年９月30日残高(百万円) 2,467 6,567 9,034 1,055 36,961

(注)　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目である。
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　(訂正後)

　

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日残高(百万円) 3,291 872 23,525 △1,465 26,224

中間連結会計期間中の変動額 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 (注) 　 　 △143　 △143

　役員賞与 (注) 　 　 △79　 △79

　中間純損失 　 　 △19　 △19

　自己株式の取得 　 　 　 △1 △1

　自己株式の処分 　 0　 0 0

　株主資本以外の項目の中間連結
　会計期間中の変動額(純額)

　 　 　 　 　

中間連結会計期間中の変動額合計
(百万円)

― 0 △242 △1 △243

平成18年９月30日残高(百万円) 3,291 872 23,282 △1,466 25,980

　

　

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

平成18年３月31日残高(百万円) 2,781 ― 2,781 988 29,993

中間連結会計期間中の変動額 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 (注) 　 　 　 　 △143

　役員賞与 (注) 　 　 　 　 △79

　中間純損失 　 　 　 　 △19

　自己株式の取得 　 　 　 　 △1

　自己株式の処分 　 　 　 　 0

　株主資本以外の項目の中間連結
　会計期間中の変動額(純額)

△314 6,567 6,252 39 6,292

中間連結会計期間中の変動額合計
(百万円)

△314 6,567 6,252 39 6,048

平成18年９月30日残高(百万円) 2,467 6,567 9,034 1,027 36,042

(注)　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目である。
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⑤ 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

　(訂正前)

　 　
前中間連結会計期間

(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結キャッシュ・
フロー計算書

(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

Ⅰ　営業活動による
　　キャッシュ・フロー

　 　 　 　

　１　税金等調整前中間(当期)
　　　純利益

　 411 364 1,754

　２　減価償却費 　 3,387 3,284 7,190

　３　固定資産減損損失 　 123 ― 123

　４　退職給付引当金の減少額 　 △252 △334 △538

　５　貸倒引当金の増減額
　　　(減少は△)

　 △18 14 2

　６　受取利息及び受取配当金 　 △49 △64 △173

　７　支払利息 　 477 413 986

　８　持分法による投資損益
　　　(利益は△)

　 7 21 △99

　９　投資有価証券売却益 　 ― ― △207

　10　投資有価証券評価損 　 2 5 132

　11　売上債権の増減額
　　　(増加は△)

　 3,435 3,388 △818

　12　たな卸資産の増減額
　　　(増加は△)

　 △1,472 △2,600 316

　13　仕入債務の減少額 　 △2,031 △1,383 △1,016

　14　未払消費税等の増減額
　　　(減少は△)

　 31 △6 44

　15　預り金の増減額(減少は△)　 4,900 △1,369 4,604

　16　その他 　 △2,211 △1,219 748

　　　　小計 　 6,739 513 13,048

　17　利息及び配当金の受取額 　 71 86 195

　18　利息の支払額 　 △470 △431 △977

　19　法人税等の支払額 　 △567 △416 △830

　　　営業活動による
　　　キャッシュ・フロー

　 5,773 △247 11,435

Ⅱ　投資活動による
　　キャッシュ・フロー

　 　 　 　

　１　投資有価証券の
　　　取得による支出

　 △27 △388 △71

　２　投資有価証券の
　　　売却による収入

　 10 1 254

　３　有形固定資産の
　　　取得による支出

　 △3,933 △2,818 △8,616

　４　有形固定資産の
　　　売却による収入

　 200 0 201

　５　無形固定資産の
　　　取得による支出

　 △490 △634 △1,454

　６　貸付けによる支出 　 △2 △0 △21

　７　貸付金の回収による収入 　 16 5 319

　８　長期前払費用に関する支出 　 △70 △53 △196

　９　その他 　 △10 55 △731

　　　投資活動による
　　　キャッシュ・フロー

　 △4,308 △3,831 △10,317
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前中間連結会計期間

(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結キャッシュ・
フロー計算書

(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

Ⅲ　財務活動による
　　キャッシュ・フロー

　 　 　 　

　１　短期借入金の純減少額 　 △45 ― △70

　２　コマーシャル・ペーパー
　　　の純増加額

　 4,500 2,000 1,000

　３　長期借入れによる収入 　 479 3,150 4,894

　４　長期借入金の返済
　　　による支出

　 △2,325 △2,209 △4,481

　５　自己株式の取得による支出 　 △4 △1 △7

　６　自己株式の売却による収入 　 0 0 0

　７　配当金の支払額 　 △285 △143 △428

　８　少数株主への配当金
　　　の支払額

　 △11 △11 △11

　９　少数株主からの株式払込
　　　による収入

　 ― 39 ―

　　　財務活動による
　　　キャッシュ・フロー

　 2,306 2,822 895

Ⅳ　現金及び現金同等物
　　の増減額

　 3,771 △1,256 2,013

Ⅴ　現金及び現金同等物
　　の期首残高

　 4,961 7,009 4,961

Ⅵ　新規連結に伴う現金及び
　　現金同等物の増加額

　 34 ― 34

Ⅶ　現金及び現金同等物の
　　中間期末(期末)残高

　 8,767 5,753 7,009
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　(訂正後)

　 　
前中間連結会計期間

(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結キャッシュ・
フロー計算書

(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

Ⅰ　営業活動による
　　キャッシュ・フロー

　 　 　 　

　１　税金等調整前中間(当期)
　　　純利益

　 273 243 1,445

　２　減価償却費 　 3,387 3,284 7,190

　３　固定資産減損損失 　 123 ― 123

　４　退職給付引当金の減少額 　 △252 △334 △538

　５　貸倒引当金の増減額
　　　(減少は△)

　 △18 14 2

　６　受取利息及び受取配当金 　 △49 △64 △173

　７　支払利息 　 477 413 986

　８　持分法による投資損益
　　　(利益は△)

　 7 21 △99

　９　投資有価証券売却益 　 ― ― △207

　10　投資有価証券評価損 　 2 5 132

　11　売上債権の増減額
　　　(増加は△)

　 1,118 2,515 △1,077

　12　たな卸資産の増減額
　　　(増加は△)

　 △1,472 △2,600 316

　13　仕入債務の減少額 　 △878 △1,700 △401

　14　未払消費税等の増減額
　　　(減少は△)

　 31 △6 44

　15　預り金の増減額(減少は△)　 4,900 △1,369 4,604

　16　その他 　 △910 91 701

　　　　小計 　 6,739 513 13,048

　17　利息及び配当金の受取額 　 71 86 195

　18　利息の支払額 　 △470 △431 △977

　19　法人税等の支払額 　 △567 △416 △830

　　　営業活動による
　　　キャッシュ・フロー

　 5,773 △247 11,435

Ⅱ　投資活動による
　　キャッシュ・フロー

　 　 　 　

　１　投資有価証券の
　　　取得による支出

　 △27 △388 △71

　２　投資有価証券の
　　　売却による収入

　 10 1 254

　３　有形固定資産の
　　　取得による支出

　 △3,933 △2,818 △8,616

　４　有形固定資産の
　　　売却による収入

　 200 0 201

　５　無形固定資産の
　　　取得による支出

　 △490 △634 △1,454

　６　貸付けによる支出 　 △2 △0 △21

　７　貸付金の回収による収入 　 16 5 319

　８　長期前払費用に関する支出 　 △70 △53 △196

　９　その他 　 △10 55 △731

　　　投資活動による
　　　キャッシュ・フロー

　 △4,308 △3,831 △10,317
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前中間連結会計期間

(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結キャッシュ・
フロー計算書

(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

Ⅲ　財務活動による
　　キャッシュ・フロー

　 　 　 　

　１　短期借入金の純減少額 　 △45 ― △70

　２　コマーシャル・ペーパー
　　　の純増加額

　 4,500 2,000 1,000

　３　長期借入れによる収入 　 479 3,150 4,894

　４　長期借入金の返済
　　　による支出

　 △2,325 △2,209 △4,481

　５　自己株式の取得による支出 　 △4 △1 △7

　６　自己株式の売却による収入 　 0 0 0

　７　配当金の支払額 　 △285 △143 △428

　８　少数株主への配当金
　　　の支払額

　 △11 △11 △11

　９　少数株主からの株式払込
　　　による収入

　 ― 39 ―

　　　財務活動による
　　　キャッシュ・フロー

　 2,306 2,822 895

Ⅳ　現金及び現金同等物
　　の増減額

　 3,771 △1,256 2,013

Ⅴ　現金及び現金同等物
　　の期首残高

　 4,961 7,009 4,961

Ⅵ　新規連結に伴う現金及び
　　現金同等物の増加額

　 34 ― 34

Ⅶ　現金及び現金同等物の
　　中間期末(期末)残高

　 8,767 5,753 7,009
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会計処理の変更

　(訂正前)

前中間連結会計期間
(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

(固定資産の減損に係る会計基準)

当中間連結会計期間から「固定資

産の減損に係る会計基準」(「固定資

産の減損に係る会計基準の設定に関

する意見書」(企業会計審議会　平成

14年８月９日))及び「固定資産の減

損に係る会計基準の適用指針」(企業

会計基準委員会　平成15年10月31日　

企業会計基準適用指針第６号)を適用

している。

これにより、税金等調整前中間純利

益が123百万円減少している。

なお、減損損失累計額については、

改正後の中間連結財務諸表規則に基

づき当該各資産の金額から直接控除

している。

(貸借対照表の純資産の部の表示に関

する会計基準)

当中間連結会計期間から「貸借対

照表の純資産の部の表示に関する会

計基準」(企業会計基準委員会　平成

17年12月９日　企業会計基準第５号)

及び「貸借対照表の純資産の部の表

示に関する会計基準等の適用指針」

(企業会計基準委員会　平成17年12月

９日　企業会計基準適用指針第８号)

を適用している。

従来の資本の部の合計に相当する

金額は29,338百万円である。

なお、中間連結財務諸表規則の改正

により、当中間連結会計期間における

中間連結財務諸表は、改正後の中間連

結財務諸表規則により作成している。

(固定資産の減損に係る会計基準)

当連結会計年度から「固定資産の

減損に係る会計基準」(「固定資産の

減損に係る会計基準の設定に関する

意見書」(企業会計審議会　平成14年

８月９日))及び「固定資産の減損に

係る会計基準の適用指針」(企業会計

基準委員会　平成15年10月31日　企業

会計基準適用指針第６号)を適用して

いる。

これにより、税金等調整前当期純利

益が123百万円減少している。

なお、減損損失累計額については、

改正後の連結財務諸表規則に基づき

当該各資産の金額から直接控除して

いる。

　

　(訂正後)

前中間連結会計期間
(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

(固定資産の減損に係る会計基準)

当中間連結会計期間から「固定資

産の減損に係る会計基準」(「固定資

産の減損に係る会計基準の設定に関

する意見書」(企業会計審議会　平成

14年８月９日))及び「固定資産の減

損に係る会計基準の適用指針」(企業

会計基準委員会　平成15年10月31日　

企業会計基準適用指針第６号)を適用

している。

これにより、税金等調整前中間純利

益が123百万円減少している。

なお、減損損失累計額については、改

正後の中間連結財務諸表規則に基づ

き当該各資産の金額から直接控除し

ている。

(貸借対照表の純資産の部の表示に関

する会計基準)

当中間連結会計期間から「貸借対

照表の純資産の部の表示に関する会

計基準」(企業会計基準委員会　平成

17年12月９日　企業会計基準第５号)

及び「貸借対照表の純資産の部の表

示に関する会計基準等の適用指針」

(企業会計基準委員会　平成17年12月

９日　企業会計基準適用指針第８号)

を適用している。

従来の資本の部の合計に相当する

金額は28,447百万円である。

なお、中間連結財務諸表規則の改正

により、当中間連結会計期間における

中間連結財務諸表は、改正後の中間連

結財務諸表規則により作成している。

(固定資産の減損に係る会計基準)

当連結会計年度から「固定資産の

減損に係る会計基準」(「固定資産の

減損に係る会計基準の設定に関する

意見書」(企業会計審議会　平成14年

８月９日))及び「固定資産の減損に

係る会計基準の適用指針」(企業会計

基準委員会　平成15年10月31日　企業

会計基準適用指針第６号)を適用して

いる。

これにより、税金等調整前当期純利

益が123百万円減少している。

なお、減損損失累計額については、

改正後の連結財務諸表規則に基づき

当該各資産の金額から直接控除して

いる。
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注記事項

(中間連結貸借対照表関係)

　(訂正前)

前中間連結会計期間末
(平成17年９月30日)

当中間連結会計期間末
(平成18年９月30日)

前連結会計年度末
(平成18年３月31日)

※３　　　　 ―――

 

※３　中間連結会計期間末日満期手

形の会計処理については、手形

交換日をもって決済処理してい

る。なお、当中間連結会計期間の

末日は金融機関の休日であった

ため、次の満期手形が中間連結

会計期間末残高に含まれてい

る。

受取手形 97百万円

支払手形 588百万円

※３　　　　 ―――

 

　

　(訂正後)

前中間連結会計期間末
(平成17年９月30日)

当中間連結会計期間末
(平成18年９月30日)

前連結会計年度末
(平成18年３月31日)

※３　　　　 ―――

 

※３　中間連結会計期間末日満期手

形の会計処理については、手形

交換日をもって決済処理してい

る。なお、当中間連結会計期間の

末日は金融機関の休日であった

ため、次の満期手形が中間連結

会計期間末残高に含まれてい

る。

受取手形 42百万円

支払手形 120百万円

※３　　　　 ―――
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　　(訂正前)

前中間連結会計期間(自　平成17年４月１日　至　平成17年９月30日)

　

　
ガス事業
(百万円)

工事・器具
事業
(百万円)

ＬＰＧ事業
(百万円)

その他の
事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

17,8283,266 4,160 7,81633,072 ― 33,072

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 65 16 1,115 1,197(1,197) ―

計 17,8283,332 4,177 8,93134,269(1,197)33,072

営業費用 16,4593,186 3,767 8,59832,012 620 32,632

営業利益 1,369 145 409 332 2,256(1,817) 439

(注) １　事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称

(1) 事業区分の方法については、ガス事業(ガス)、営業雑事業(受注工事・器具)及び附帯事業(ＬＰＧ)の事業別

とした。

(2) 各区分に属する主要な製品の名称等

事業区分 主要な製品の名称等

ガス事業 ガス導管を通じて供給する都市ガス及び簡易ガス

工事・器具事業
工事……………お客さまガス設備
器具……………給湯器、ガスコンロ等ガス器具

ＬＰＧ事業 ブタン及びプロパン

その他の事業
ガスボンベ充填、プロパン容器検査、検針・保安業務受託、建設工事、住宅
関連機器他

２　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(2,085百万円)の主なものは、連結財務諸表提

出会社の管理部門に係る費用である。

３　会計処理基準等の変更

当社は、退職年金の資産運用の悪化が業績や財務状況を悪化させるリスクを軽減するため、平成17年４月１

日付けで従来の退職金及び適格退職年金制度を市場金利連動型のキャッシュバランス型年金制度に移行して

いる。

この変更により、退職給付債務は1,189百万円減少し、この過去勤務債務(退職給付債務の減少分)を当中間連

結会計期間より５年間で費用減額処理している。これにより、従来の方法によった場合と比べ、ガス事業につい

て、営業費用は82百万円少なく、営業利益は82百万円多く、「消去又は全社」に含まれる配賦不能営業費用は36

百万円少なく、営業利益は36百万円多く計上されている。
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当中間連結会計期間(自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日)

　

　
ガス事業
(百万円)

工事・器具
事業
(百万円)

ＬＰＧ事業
(百万円)

その他の
事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

20,8662,983 4,887 7,57536,312 ― 36,312

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

6 70 24 1,176 1,278(1,278) ―

計 20,8733,054 4,911 8,75137,590(1,278)36,312

営業費用 19,2613,022 4,528 8,49235,304 583 35,888

営業利益 1,611 31 383 259 2,286(1,862) 424

(注) １　事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称

(1) 事業区分の方法については、ガス事業(ガス)、営業雑事業(受注工事・器具)及び附帯事業(ＬＰＧ)の事業別

とした。

(2) 各区分に属する主要な製品の名称等

事業区分 主要な製品の名称等

ガス事業 ガス導管を通じて供給する都市ガス及び簡易ガス

工事・器具事業
工事……………お客さまガス設備
器具……………給湯器、ガスコンロ等ガス器具

ＬＰＧ事業 ブタン及びプロパン

その他の事業
ガスボンベ充填、プロパン容器検査、検針・保安業務受託、建設工事、住宅
関連機器他

２　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(2,095百万円)の主なものは、連結財務諸表提

出会社の管理部門に係る費用である。
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前連結会計年度(自　平成17年４月１日　至　平成18年３月31日)

　

　
ガス事業
(百万円)

工事・器具
事業　　　　(百
万円)

ＬＰＧ事業
(百万円)

その他の　事
業　　　(百万
円)

計
(百万円)

消去　　　又は
全社　　　(百
万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

41,0897,522 9,19221,10878,913 ― 78,913

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― 172 34 2,538 2,745(2,745) ―

計 41,0897,695 9,22623,64681,658(2,745)78,913

営業費用 37,7107,397 8,44422,79976,3511,024 77,376

営業利益 3,379 298 782 846 5,306(3,769)1,536

(注) １　事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称
(1) 事業区分の方法については、ガス事業(ガス)、営業雑事業(受注工事・器具)及び附帯事業(ＬＰＧ)の事業別
とした。

(2) 各区分に属する主要な製品の名称等

事業区分 主要な製品の名称等

ガス事業 ガス導管を通じて供給する都市ガス及び簡易ガス

工事・器具事業
工事……………お客さまガス設備
器具……………給湯器、ガスコンロ等ガス器具

ＬＰＧ事業 ブタン及びプロパン

その他の事業
ガスボンベ充填、プロパン容器検査、検針・保安業務受託、建設工事、住宅
関連機器他

２　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(4,237百万円)の主なものは、連結財務諸表提
出会社の管理部門に係る費用である。

３　会計処理基準等の変更
連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の「４　会計処理基準に関する事項」(3)に記載のとおり、

当社は、退職年金の資産運用の悪化が業績や財務状況を悪化させるリスクを軽減するため、平成17年４月１日
付で従来の退職金及び適格退職年金制度を市場金利連動型のキャッシュバランス型年金制度に移行している。
この変更により、退職給付債務は1,189百万円減少し、この過去勤務債務(退職給付債務の減少分)を当連結会

計年度より５年間で費用減額処理している。これにより、従来の方法によった場合に比べ、ガス事業について、
営業費用は164百万円少なく、営業利益は164百万円多く、「消去又は全社」に含まれる配賦不能営業費用は73
百万円少なく、営業利益は73百万円多く計上されている。
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　(訂正後)

前中間連結会計期間(自　平成17年４月１日　至　平成17年９月30日)

　

　
ガス事業
(百万円)

工事・器具
事業
(百万円)

ＬＰＧ事業
(百万円)

その他の
事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

17,8283,266 4,160 4,76130,017 ― 30,017

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 65 16 1,115 1,197(1,197) ―

計 17,8283,332 4,177 5,87631,214(1,197)30,017

営業費用 16,5143,186 3,767 5,62629,095 620 29,715

営業利益 1,313 145 409 250 2,119(1,817) 301

(注) １　事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称

(1) 事業区分の方法については、ガス事業(ガス)、営業雑事業(受注工事・器具)及び附帯事業(ＬＰＧ)の事業別

とした。

(2) 各区分に属する主要な製品の名称等

事業区分 主要な製品の名称等

ガス事業 ガス導管を通じて供給する都市ガス及び簡易ガス

工事・器具事業
工事……………お客さまガス設備
器具……………給湯器、ガスコンロ等ガス器具

ＬＰＧ事業 ブタン及びプロパン

その他の事業
ガスボンベ充填、プロパン容器検査、検針・保安業務受託、建設工事、住宅
関連機器他

２　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(2,085百万円)の主なものは、連結財務諸表提

出会社の管理部門に係る費用である。

３　会計処理基準等の変更

当社は、退職年金の資産運用の悪化が業績や財務状況を悪化させるリスクを軽減するため、平成17年４月１

日付けで従来の退職金及び適格退職年金制度を市場金利連動型のキャッシュバランス型年金制度に移行して

いる。

この変更により、退職給付債務は1,189百万円減少し、この過去勤務債務(退職給付債務の減少分)を当中間連

結会計期間より５年間で費用減額処理している。これにより、従来の方法によった場合と比べ、ガス事業につい

て、営業費用は82百万円少なく、営業利益は82百万円多く、「消去又は全社」に含まれる配賦不能営業費用は36

百万円少なく、営業利益は36百万円多く計上されている。
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当中間連結会計期間(自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日)

　

　
ガス事業
(百万円)

工事・器具
事業
(百万円)

ＬＰＧ事業
(百万円)

その他の
事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

20,8662,983 4,887 3,58332,320 ― 32,320

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

6 70 24 1,176 1,278(1,278) ―

計 20,8733,054 4,911 4,75933,598(1,278)32,320

営業費用 19,2613,022 4,528 4,62131,433 583 32,017

営業利益 1,611 31 383 138 2,165(1,862) 303

(注) １　事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称

(1) 事業区分の方法については、ガス事業(ガス)、営業雑事業(受注工事・器具)及び附帯事業(ＬＰＧ)の事業別

とした。

(2) 各区分に属する主要な製品の名称等

事業区分 主要な製品の名称等

ガス事業 ガス導管を通じて供給する都市ガス及び簡易ガス

工事・器具事業
工事……………お客さまガス設備
器具……………給湯器、ガスコンロ等ガス器具

ＬＰＧ事業 ブタン及びプロパン

その他の事業
ガスボンベ充填、プロパン容器検査、検針・保安業務受託、建設工事、住宅
関連機器他

２　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(2,095百万円)の主なものは、連結財務諸表提

出会社の管理部門に係る費用である。
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前連結会計年度(自　平成17年４月１日　至　平成18年３月31日)

　

　
ガス事業
(百万円)

工事・器具
事業　　　　(百
万円)

ＬＰＧ事業
(百万円)

その他の　事
業　　　(百万
円)

計
(百万円)

消去　　　又は
全社　　　(百
万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

41,0897,522 9,19211,34669,151 ― 69,151

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― 172 34 2,538 2,745(2,745) ―

計 41,0897,695 9,22613,88471,896(2,745)69,151

営業費用 37,7657,397 8,44413,29166,8991,024 67,924

営業利益 3,323 298 782 593 4,997(3,769)1,227

(注) １　事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称
(1) 事業区分の方法については、ガス事業(ガス)、営業雑事業(受注工事・器具)及び附帯事業(ＬＰＧ)の事業別
とした。

(2) 各区分に属する主要な製品の名称等

事業区分 主要な製品の名称等

ガス事業 ガス導管を通じて供給する都市ガス及び簡易ガス

工事・器具事業
工事……………お客さまガス設備
器具……………給湯器、ガスコンロ等ガス器具

ＬＰＧ事業 ブタン及びプロパン

その他の事業
ガスボンベ充填、プロパン容器検査、検針・保安業務受託、建設工事、住宅
関連機器他

２　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(4,237百万円)の主なものは、連結財務諸表提
出会社の管理部門に係る費用である。

３　会計処理基準等の変更
連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の「４　会計処理基準に関する事項」(3)に記載のとおり、

当社は、退職年金の資産運用の悪化が業績や財務状況を悪化させるリスクを軽減するため、平成17年４月１日
付で従来の退職金及び適格退職年金制度を市場金利連動型のキャッシュバランス型年金制度に移行している。
この変更により、退職給付債務は1,189百万円減少し、この過去勤務債務(退職給付債務の減少分)を当連結会

計年度より５年間で費用減額処理している。これにより、従来の方法によった場合に比べ、ガス事業について、
営業費用は164百万円少なく、営業利益は164百万円多く、「消去又は全社」に含まれる配賦不能営業費用は73
百万円少なく、営業利益は73百万円多く計上されている。
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(１株当たり情報)

　(訂正前)

前中間連結会計期間
(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

１株当たり純資産額 503円27銭１株当たり純資産額 627円27銭１株当たり純資産額 518円75銭

１株当たり中間純利益 2円43銭１株当たり中間純利益 1円72銭１株当たり当期純利益 12円46銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり中
間純利益については、潜在株式が存
在しないため記載していない。

　なお、潜在株式調整後１株当たり中
間純利益については、潜在株式が存
在しないため記載していない。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当
期純利益については、潜在株式が存
在しないため記載していない。

　

(追加情報)
当中間連結会計期間から、改正後

の「１株当たり当期純利益に関する
会計基準」(企業会計基準委員会　最
終改正平成18年１月31日　企業会計
基準第２号)及び「１株当たり当期
純利益に関する会計基準の適用指
針」(企業会計基準委員会　最終改正
平成18年１月31日　企業会計基準適
用指針第４号)を適用している。
なお、前中間連結会計期間と同様

の方法により算定した当中間連結会
計期間の１株当たり純資産額は、512
円54銭である。

　

(注)　算定上の基礎

１　１株当たり純資産額

　
前中間連結会計期間
(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) ― 36,961 ―

普通株式に係る純資産額
(百万円)

― 35,906 ―

差額の内訳(百万円) 　 　 　

　少数株主持分 ― 1,055 ―

普通株式の発行済株式数(株) ― 61,995,590 ―

普通株式の自己株式数(株) ― 4,753,309 ―

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数(株)

― 57,242,281 ―

　 ２　１株当たり中間(当期)純利益

　
前中間連結会計期間
(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

中間(当期)純利益(百万円) 138 98 796

普通株主に帰属しない金額
(百万円)

― ― 82

　利益処分による役員賞与金
　(百万円)

― ― 82

普通株式に係る
中間(当期)純利益(百万円)

138 98 713

普通株式の期中平均株式数
(株)

57,259,334 57,245,460 57,254,485

　

EDINET提出書類

広島ガス株式会社(E04521)

訂正半期報告書

35/38



　(訂正後)

前中間連結会計期間
(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

１株当たり純資産額 492円65銭１株当たり純資産額 611円70銭１株当たり純資産額 505円24銭

１株当たり中間純利益 0円16銭１株当たり中間純損失 0円34銭１株当たり当期純利益 7円30銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり中
間純利益については、潜在株式が存
在しないため記載していない。

　なお、潜在株式調整後１株当たり中
間純利益については、潜在株式が存
在せず、また、１株当たり中間純損失
であるため記載していない。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当
期純利益については、潜在株式が存
在しないため記載していない。

　

(追加情報)
当中間連結会計期間から、改正後

の「１株当たり当期純利益に関する
会計基準」(企業会計基準委員会　最
終改正平成18年１月31日　企業会計
基準第２号)及び「１株当たり当期
純利益に関する会計基準の適用指
針」(企業会計基準委員会　最終改正
平成18年１月31日　企業会計基準適
用指針第４号)を適用している。
なお、前中間連結会計期間と同様

の方法により算定した当中間連結会
計期間の１株当たり純資産額は、496
円97銭である。

　

(注)　算定上の基礎

１　１株当たり純資産額

　
前中間連結会計期間
(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) ― 36,042 ―

普通株式に係る純資産額
(百万円)

― 35,014 ―

差額の内訳(百万円) 　 　 　

　少数株主持分 ― 1,027 ―

普通株式の発行済株式数(株) ― 61,995,590 ―

普通株式の自己株式数(株) ― 4,753,309 ―

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数(株)

― 57,242,281 ―

　 ２　１株当たり中間(当期)純利益又は１株当たり中間純損失

　
前中間連結会計期間
(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

中間(当期)純利益
又は中間純損失(△)(百万円)

9 △19 500

普通株主に帰属しない金額
(百万円)

― ― 82

　利益処分による役員賞与金
　(百万円)

― ― 82

普通株式に係る
中間(当期)純利益
又は中間純損失(△)(百万円)

9 △19 417

普通株式の期中平均株式数
(株)

57,259,334 57,245,460 57,254,485
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独立監査人の中間監査報告書
　

　

平成21年８月12日

広島ガス株式会社

取締役会　御中

西 日 本 監 査 法 人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　赤　　羽　　克　　秀　　㊞

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　金　　本　　善　　行　　㊞

　

当監査法人は、旧証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ている広島ガス株式会社の平成17年４月１日から平成18年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間

(平成17年４月１日から平成17年９月30日まで)に係る訂正報告書の中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸

借対照表、中間連結損益計算書、中間連結剰余金計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間

監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連

結財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、下記事項を除き我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基

準は、当監査法人に中間連結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者

の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査

は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人

は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

　

記

　

当監査法人は、会社の平成17年９月30日現在の受取手形及び売掛金5,617百万円の中に含まれる受注工事・

器具売掛金610百万円に対する確認手続を行うことができなかった。

当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、上記事項の中間連結財務諸表に与える影響を除き、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に準拠して、広島ガス株式会社及び連結子会

社の平成17年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間(平成17年４月１日か

ら平成17年９月30日まで)の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているも

のと認める。

　

追記情報

半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の５第５項の

規定に基づき中間連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の中間連結財務諸表について中間監査

を行った。

会計処理の変更に記載のとおり、会社は、固定資産の減損に係る会計基準を適用しているため、当該会計基

準により中間連結財務諸表を作成している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

 (※)　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提出会社)

が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書
　

　

平成21年８月12日

広島ガス株式会社

取締役会　御中

あ ず さ 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　濱　　田　　芳　　弘　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小 松 原　　浩　　平　　㊞

　

当監査法人は、旧証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ている広島ガス株式会社の平成18年４月１日から平成19年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間

(平成18年４月１日から平成18年９月30日まで)に係る訂正報告書の中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸

借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書につ

いて中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法

人に中間連結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なう

ような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等

を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結

果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表

の作成基準に準拠して、広島ガス株式会社及び連結子会社の平成18年９月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間（平成18年４月１日から平成18年９月30日まで）の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　

追記情報

半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の５第５項の

規定に基づき中間連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の中間連結財務諸表について中間監査

を行った。

会計処理の変更に記載のとおり、会社は当中間連結会計期間から貸借対照表の純資産の部の表示に関する

会計基準を適用しているため、当該会計基準により中間連結財務諸表を作成している。

重要な後発事象に記載のとおり、連結財務諸表提出会社は平成18年９月26日開催の取締役会決議により、同

年10月16日を払込期日として自己株式の処分を実施した。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

 (※)　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提出会社)

が別途保管しております。
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